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大
正

九
年

入
営

一再
召
集

日
立
製
作
所

（東
京
都
）

年
八
月

満
期
除
隊

静
岡
歩
兵
連
一

静
岡
県
出
身
者
は

一
人
も

い
な

い
中
隊

ヘ

昭
和
一
三
年

（
一
九
二
八
）
五
月
、
徴
兵
検

査
は

「甲
種
合
格
」
で
あ
っ
た
。

翌
年

一
月

一
〇
日
、
静
岡
歩
兵
第
二
四
連
隊

へ
現
役
入
営
し
た
。
「猛
訓
練
」
の
三
ヶ
月
が
過

ぎ
る
と
、
山
西
省
の

「北
支
派
遣
軍
独
立
混
成

第
四
旅
団
」
の
駐
屯
地

・
陽
原
に
派
遣
さ
れ
た
。

初
年
兵
は
分
散
さ
れ
、
私
は
歩
兵
大
隊
の
配

属
と
な
り
、
中
隊
本
部

へ
行
く
と
、
二
年

・
三

年

。
四
年
の
古
兵
、
松
山
連
隊
や
関
東
軍
か
ら

の
応
援
の
兵
隊
な
ど
、
ま
さ
に
混
成
部
隊
で
あ

っ

た
。
し
か
し
、
静
岡
県
出
身
者
は

一
人
も
い
な

い
。
「静
岡
の
兵
隊
は
こ
ん
な
奴
か
」
と
な
に
か

と
ケ
チ
を
つ
け
ら
れ
、
松
山
か
ら
の
二
年
兵
に

殴
ら
れ
た
。

初
年
兵
数
名
が
、
中
隊
の
最
前
線
警
備
分
遣

隊
勤
務
と
な

っ
た
。
陣
地
は
ト
ー
チ
カ
で
兵
隊

は
三
〇
名
ほ
ど
。
夜
、
歩
哨
に
立

つ
と
、
射
撃

音
が
絶
え
ず
聞
こ
え
緊
張
し
た
。

初
め
て
の
作
戦
命
令

弾
丸
の
中
を
必
死
に
前
進

七
月
、
帰
隊
命
令
で
中
隊
本
部
に
戻
る
と
、

す
ぐ
作
戦
出
動
命
令
が
出
た
。
米

一
升
、
缶
詰
、

乾
パ
ン
、
弾
薬
前
盆
六
〇
発
、
後
盆
六
〇
発
、

手
櫂
弾

一
発
、
小
銃
、
鉄
帽
、
帯
剣
な
ど
ず
し

り
と
重
か

っ
た
。

初
め
て
の
作
戦
命
令
な
の
で
張
切

っ
て
行
軍

に
加
わ

っ
た
。
山
岳
地
帯
を
登

っ
た
り
下
り
た

り
の
毎
日
に
、
足
に
肉
刺
が
出
来
た
が
痛
み
を

耐
え
た
。
汗
に
ま
み
れ
た
上
衣
に
は
塩
が
吹

い

た
。夕
方
、
村
に
着

い
た
。
あ
た
り
に
農
民
の
姿

は
な
い
。
初
年
兵
は
分
隊

一
同
か
ら
集
め
た
米

を
炊
く
。
朝
も
昼
も
で
あ
る
。
洗
濯
も
あ
る
。

何
も
せ
ず
に
見
て
い
る
だ
け
の
古
年
兵
は
、
や

り
方
が
悪

い
と
、
「貴
様
、
た
る
ん
で
る
」
と
い

き
な
り
殴
り
か
か
る
。
敵
地
区
深
く
進
軍
し
た

が
、
敵
は

一
向
に
姿
を
見
せ
な
い
。

部
隊
が
山
を
下
り
、
川
を
横
切
り
農
道
に
進

ん
だ
時
、
突
然
、
山
中
か
ら
攻
撃
し
て
き
た
。

川
で
は
激
し
く
水
し
ぶ
き
を
上
げ
た
。

中
隊
長
は
攻
撃
命
令
を
出
し
た
。
弾
丸
の
中

を
敵
陣
に
迫
る
。
初
め
て
の
戦
闘
な
の
で
、
も

う
無
我
夢
中
で
小
銃
を
撃

つ
。
敵
の
弾
丸
が
風

を
切

っ
て
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
と
飛
ん
で
く
る
。
す

ぐ
目
の
前
の
土
に
刺
さ
る
と
土
煙
が
舞

い
上
が

る
。
今
ま
で
訓
練
し
て
き
た
と
は
い
え
、
も
の

凄

い
。
怖

い
。
や
っ
ぱ
り
弾
に
当
た

っ
て
死
ぬ

の
か
、
こ
こ
で
戦
死
か
と
思

っ
た
。

隊
長
が
叫
ん
だ
。
「前
の
敵
を
攻
撃

ッ
」
生
ま

れ
て
初
め
て
人
殺
し
を
す
る
の
か
と
ふ
と
思

っ

た
が
、
ひ
た
す
ら
前
に
向
か

っ
て
撃
ち
ま
く

っ

た
。下
か
ら
衛
生
兵
が
担
架
を
持

っ
て
き
て
。
雨

あ
ら
れ
の
弾
丸
の
中
、
負
傷
兵
を
次
々
と
運
び

出
し
た
。
お
よ
そ
三
〇
分
過
ぎ
た
頃
、
急
に
敵

の
攻
撃
が
止
ん
だ
。
山
の
稜
線
に
向
か

っ
て
退

却
し
て
行
く
の
が
見
え
た
。
こ
の
戦
闘
で
、
小

隊
長
以
下
、
戦
友
の
戦
死
、
負
傷
が
あ

っ
た
。

徴
兵
検
査

当
時
、
日
本
男
子
は
二
〇
歳
に
な
る
と
兵

隊
に
適
す
る
か
身
体
検
査
を
受
け
た
。
市
区

町
村
長
が
毎
年
四
月

一
六
日
よ
り
七
月
二

一

日
迄
の
間
に
本
籍
地
で
実
施
し
、
甲
種

。
乙

種

・
丙
種

。
丁
種

・
成
種
に
区
別
さ
れ
た
。

甲
種
↓
現
役
兵
と
し
て
翌
年

一
月

一
〇
日
に

入
営
す
る
。

乙
種
↓
現
役
兵
と
し
て
入
営
は
し
な
い
が
、

事
変

・
戦
争
等
が
発
生
し
た
際
、
充

員
が
必
要
と
な
る
と
補
充
兵
と
し
て

入
営
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

丙
種
↓
兵
役
に
不
適
と
認
定
さ
れ
た
場
合
。

丁
種
↓
身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
不
適
と
認

定
さ
れ
た
場
合
。

戊
種
↓
検
査
当
日
、
疾
病

。
負
傷
等
に
よ
り

判
定
で
き
な
い
が
、
翌
年
の
徴
兵
検

査
で
は
甲
種
、
乙
種
と
な
る
場
合
。

用

語

解

説
現役兵当時の勝地信正氏

山西省平定県岩会林にて中隊本部

(昭和 14年 4月 )

弾
丸
の
中
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て

勝
地
信
正
さ
ん
の
体
験
談

シ
リ
ー
ズ

市
民
が
語
る
戦
争
体
験
　
３



八
路
軍
の
大
軍
が
猛
攻

「百
団
大
戦
」

戦
闘
が
終
わ

っ
て
本
部

へ
戻
る
と
、
主
力
は

す
で
に
次
の
作
戦
に
出
動
し
て
い
た
。

警
備
最
前
線
の
分
遣
隊
数
ヶ
所
か
ら

「敵
襲
、

敵
襲
、
交
戦
中
、
救
援
乞
う
」
の
連
絡
が
入

っ

た
。
し
か
し
、
各
分
遣
隊
に
連
絡
し
よ
う
と
し

た
が
通
信
線
は
切
断
さ
れ
て
い
た
。

共
産
八
路
軍
、
朱
徳
将
軍
の
百
個
連
隊
二
十

数
万
の
部
隊
が

一
斉
に
攻
撃
し
て
き
た
。
「百
団

大
戦
」
で
あ
る
。

本
部
に
は
五
、
六
〇
名
し
か
お
ら
ず
出
撃
出

来
な
い
。
救
援
隊
が
石
太
線
で
行
こ
う
と
し
た

が
、
線
路
は
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
い
て
行
け
な

い
。
各
地
で
苦
戦
を
強

い
ら
れ
た
。

太
原
か
ら
の
友
軍
爆
撃
機
二
機
が
獅
脳
山
頂

を
爆
撃
、
よ
う
や
く
八
路
軍
は
逃
走
し
た
。

分
遣
隊
の
中
に
は
全
滅
や
、
撤
退
し
た
も
の

も
あ

っ
た
。
十
数
日
後
、
警
備
地
区
周
辺
の
掃

討
作
戦
を
行

っ
た
が
、
負
傷
し
た
戦
友
の
多
く

は
手
楷
弾
で
す
で
に
自
決
し
て
い
た
。

除
隊
後
二
年
、
再
び
召
集

漢
口
で
負
傷

昭
和

一
七
年
八
月
、
現
役
満
期
除
隊
で
帰
還

し
、
東
京
都
江
東
区
日
立
製
作
所
に
勤
務
し
た
。

し
か
し
、
二
年
足
ら
ず
で
召
集
令
状
が
き
て
、

静
岡
歩
兵
連
隊
に
入
隊
し
た
が
、
「日
本
新
兵
器

超
短
波
た
号
隊
」
に
転
属
と
な
り
、
漢
口
へ
行

か
さ
れ
た
。

漢
口
陸
軍
飛
行
場
横
が
兵
舎
、
田
回
の
中
に

陣
地
。
連
日
、
空
爆
を
受
け
た
。
飛
行
場
に
は

飛
行
機
は

一
機
も
な
い
。

昭
和

一
九
年

一
二
月
八
日
、
武
漢
大
空
襲
が

あ

っ
た
。
有
線
連
絡
が
不
通
と
な

っ
た
の
で
磯

村
伍
長
、
長
尾

一
等
兵
ら
と
電
線
の
補
修
を
命

じ
ら
れ
た
。
機
材
を
取
り
に
行
く
途
中
、
Ｂ
２９

が
後
方
か
ら
爆
弾
を
落
と
し
な
が
ら
追

っ
て
き

た
。「伏
せ
ろ
ッ
」
大
声
で
叫
び
、
自
分
も
田
回
の

あ
ぜ
渕
に
耳
と
目
を
両
手
で
押
さ
え
て
伏
せ
た
。

と
同
時
に
爆
弾
の
炸
裂
音
。
猛
烈
に
土
が
飛
び

散

っ
た
。
そ
の
時
、
針
が
突
き
刺
さ

っ
た
よ
う

な
激
痛
が
走

っ
た
。
も
う
駄
目
だ
、
こ
こ
で
俺

は
死
ぬ
の
か
と
思

っ
た
瞬
間
、
先
祖
代
々
の
墓

地
が
浮
か
ん
だ
。
ほ
ん
の
二
、
三
秒
の
こ
と
だ
。

そ
れ
が
ス
ー
ッ
と
消
え
た
ら
爆
音
も
遠
く
な

っ

て
い
た
。
周
囲
は
も
う
も
う
た
る
土
煙
で
何
も

見
え
な
い
。
「ウ
ー
ン
」
と
う
め
く
声
の
あ
た
り

を
よ
く
見
る
と
磯
村
伍
長
が
田
圃
の
真
ん
中
で

立
ち
膝
を
し
て
い
る
。
近
づ
く
と
巻
脚
絆
が
破

れ
、
肉
が
飛
び
出
し
て
い
る
。
「
こ
れ
し
き
の
傷

で
…
し

っ
か
り
し
ろ
」
と
言

い
お
い
て
長
尾

一

等
兵
を
さ
が
し
た
。
陣
地
ま
で
五
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
で
上
向
き
に
倒
れ
て
い
る
。
片
腕
は
皮
だ

け
、
意
識
が
な
い
。
ビ
ン
タ
や
鉄
拳
で
ぶ
ん
殴

る
と
、
か
す
か
に
声
を
出
し
た
。

「担
架
持

っ
て
来
い
、
早
く
し
ろ
」
と
医
務
室

へ
運
ん
だ
。
後
か
ら
つ
い
て
ゆ
こ
う
と
す
る
と

大
腿
部
が
変
だ
。
袴
下
を
脱
ぐ
と
血
で
真

っ
赤

だ
。
爆
弾
の
破
片
が
二
ヶ
所
刺
さ

っ
て
い
た
。

「
ヨ
ー
チ
ン
塗

っ
て
く
れ
れ
ば
良

い
で
す
」

「馬
鹿
、　
一
緒
に
入
院
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。

磯
村
伍
長
は
そ
の
夜
、
戦
死
し
た
。
結
婚
し
て

二
～
三
ヶ
月
で
召
集
。
そ
の
女
房
か
ら
手
紙
が

来
た
の
だ
が
作
戦
に
出
た
の
で
読
ま
ず
に
死
ん

で
し
ま

っ
た
。
長
尾

一
等
兵
は
数
日
後
、
内
地

護
送
と
な

っ
た
。

毎
日
の
空
爆
で
負
傷
兵
が
次
々
と
運
ば
れ
て

き
た
。
元
気
な
兵
は
看
護
婦
の
手
伝
い
を
し
た
。

重
傷
者
が
大
き
な
息
を
し
、
口
を
開
け
る
と
、

も
う
助
か
ら
な
い
。
末
期
の
水
を
飲
ま
せ
る
と

間
も
な
く
息
を
引
き
取

っ
た
。
何
人
も
同
じ
よ

う
な
行
動
を
と

っ
た
。

捕
虜
と
な

っ
て

練
兵
場
作
り
の
上
方

私
は

一
ヶ
月
ほ
ど
で
退
院
、
小
隊
に
戻

っ
た
。

「日
本
新
兵
器
超
短
波
た
号
隊
」
と
い
う
い
か
め

し
い
名
前
だ
が
、
電
波
標
定
機
か
ら
超
短
波
を

発
信
し
、
飛
行
機
に
当
り
戻

っ
て
く
る
電
波
を

測
定
し
て
、
高
度
、
距
離
、
方
向
を
高
射
砲
隊

な
ど
に
伝
え
る
の
が
任
務
だ
が
、
直
距
離
四
五

キ
ロ
以
上
は
発
信
で
き
な
い
。
映
像
を
上
げ
た

り
下
げ
た
り
回
し
て
み
た
り
す
る
。
飛
行
機
の

方
が
速

い
か
ら
捕
捉
し
て
も
見
え
な
く
な

っ
て

し
ま
う
。
全
く
使

い
も
の
に
な
ら
な
い
ロ
ク
な

新
兵
器
で
は
な
か

っ
た
。

八
月

一
五
日
、
集
合
命
令
が
出
て
、
ラ
ジ
オ

で
玉
音
放
送
を
聞

い
た
が
、
日
本
の
降
伏
な
ど

信
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。
捕
虜
に
な

っ
て
揚
子
江

下
流
の
讐
城
に
移
動
、
練
兵
場
の
工
事
を
や
ら

さ
れ
た
。　
一
年
近
く
ひ
ど
い
土
方
作
業
で
、
食

う
も
の
が
な
く
、
み
ん
な
で
靴
下
持

っ
て
村
に

米
を
貫

い
に
歩
い
た
。

二

一
年
八
月
、
ょ
う
ゃ
く
鹿
児
島
港

へ
上
陸

し

た

。

独
立
混
成
旅
団

通
常
、
独
立
歩
兵
大
隊
五
個
編
成
の
他
、

旅
団
砲
兵
隊
、
工
兵
隊
、
通
信
隊
等
で
編
成

さ
れ
、
機
敏
な
行
動
力
を
持
ち
、
総
兵
力
は

一
万
名
に
満
た
な
い
。
主
に
北
支
方
面
に
展

開
、
駐
屯
し
た
。
入
隊
の
初
年
兵
は
年
次
ご

と
全
国
の
歩
兵
連
隊
か
ら
徴
集
さ
れ
る
た
め
、

古
年
兵

（
一
等
兵
、
上
筆
兵
、
兵
長
）
に
同

県
人
が
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
初
年
兵
を
庇

っ

て
く
れ
る
古
年
兵
が
い
な
い
の
で
、
私
的
制

裁
が
多
く
、
自
殺
者
や
演
習
中
の
事
故
が
多

発
し
た
と
い
わ
れ
る
。

北
支
派
遣
軍

北
京
を
中
心
と
し
た
支
那
北
部
に
派
遣
さ

れ
た
日
本
軍
の
総
称
。
支
那
中
部
の
中
支
派

遣
軍
、
南
部
の
南
支
派
遣
軍
と
あ
わ
せ
た
三

派
遣
軍
の
ま
と
め
役
が
支
那
総
軍
と
称
し
た
。

百
団
大
戦

昭
和

一
五
年
七
月
、
北
支
戦
線
全
域
で
共

産
軍
が

一
斉
に
日
本
軍
の
守
備
地
域

へ
攻
勢

を
か
け
て
き
た
。
手
薄
な
日
本
軍
守
備
隊
は

各
地
で
犠
牲
者
が
続
出
し
た
。
満
期
除
隊
の

兵
を
乗
せ
た
帰
還
列
車
が
襲
わ
れ
、
警
備
程

度
の
火
器
し
か
無
か
っ
た
た
め
、
満
期
兵
は

最
後
は
石
を
投
げ
、
全
滅
し
た
事
件
も
あ

っ

た
。
八
路
軍

（は
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ろ
ぐ
ん

・
パ
ー
ロ
と
も
）

毛
沢
東
が
組
織
、
指
揮
し
た
共
産
軍
。
北

支
方
面
で
は
蒋
介
石
の
国
民
党
軍
の
展
開
は

少
な
く
、
山
西
省
で
は
専
ら
八
路
軍
と
の
交

戦
が
独
立
混
成
旅
団
の
戦
闘
で
あ

っ
た
。
作

戦
、
討
伐
の
地
域
が
山
岳
地
帯
の
た
め
、
日

本
軍
は
行
軍
に
苦
労
し
た
。
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隧朕:1誓奎壼||:||1  平成 22年度新収資料の紹介 昨年度、明治史料館
に仲間入りした資料です。 ||11士量轟條入

趾驀薫::illl 平成 22年度当館収蔵資料の利用 明治史料館の資料がいろいろなところで活躍しました,1111童漂楔礼
☆震示鸞麗
5月 沼津御用邸記念公園 端午の節句展示 「祝着」(三津石井家資料)

加藤学園高校化学部「第 2回 沼津市の水環境展」 絵はがき「黒瀬橋の富士」など

9月 ～ 10月 佐野美術館「没後120年記念 仕掛けの絵師 鬼才 。河鍋暁斎」『通俗伊蘇普物語』など

10月 ～ 11月 沼津市立図書館「読書週間企画展」「茶壺」「茶箱」など

12月 ～ 1月 静岡市美術館 「家康と慶喜―徳川家と静岡」展 「沼津費」扁額
3月 ～ 5月 富士市立博物館 「富士山縁起の世界」 愛鷹山縁記 (原渡辺家文書)

3月 ～ 4月 沼津信用金庫 代戯館まつり「榊椒」 榊椒著書など

☆テレビ等映像・その他

表紙の解説

表紙の作品は、笠松紫浪作「伊豆淡

島」(昭和28年作)です。紫浪は明治31

年 (1898)東京・浅草生まれ。本名紫

郎。14歳のとき日本画家鏑木清方に入

門し日本画を師事しました。新版画の

制作は、大正 8年に渡邊版画店より版

行した「晴嵐」が初めです。以後、東

京をはじめ各地の風景画や、生け花 。

熊など伝統文化を描いた作品を発表し

ました。

沼津市域を描いた作品としては、本

作品の他に「伊豆長浜」(昭和12年作)

が知られています。
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勲章授与証・支那事変従軍記章之証・勲章授

与証 。勲記 (仮記)

神谷景昌関係資料

静浦保養館・静浦ホテル絵葉書

飯田咸二郎関係資料

戦時資料 (従軍記章など)

絵 葉 書 (16件 )
「県社丸子神社郷社浅間神社」「伊豆 三津海浜 長岡館と海水浴場」

「(三津名勝)海水浴場」「伊豆 三津海浜 松濤館 卜海水浴場」「伊豆

内浦三津海水浴旅館 松濤館」「(沼津名勝)'召津千本浜ノ公園 (其

二)」「(沼津牛臥)三島館玄関」「新版 三津勝景ゑはかき」「長浜網

代より見たる三津全景」「二又より淡島を望む」「三津久伏海岸より

見たる富岳」「三津海岸網干場」「三津海岸二又の景」「伊豆三津港」

「三津来迎寺の老桜」「伊豆三津町長岡館前通 り」

古 写 真 (2件 )
「静浦の富士 (手札形写真)」「趣味の静浦」

沼津兵学校関係 (関係者等の著書・書簡など18件 )

大鳥圭介『野戦要務 全』(沼津版)。 平井参漢詩文草稿・『伊吉利

文典全』手塚律蔵西周助校閲・『化学入門 初篇』桂川甫策序・竹

原平次郎著 。「大築尚志書簡」など

江原素六関係 (3件 )

『麻布中学校校友会雑誌』『平和論集』「私立麻布中学校規則」

沼津藩関係 (3件 )

『小さき音』『新選 明治詩文』『黒船』六月号

その他沼津の歴史関係 (6件 )

『杜蔭 第一号』『中庸繹解 ―・二』『余の日本農道観』『沼津より見

る富士山 (裏面時間割表)』『小学修身編 四』「葛山氏元書状」

8月 静岡新聞社出版部 樋口雄彦著『静岡学問所』「静岡学校」蔵書印など
m世界文化社『歴史スペシャル』10月 号 写真「水野忠敬」
(鶴ポプラ社 ポプラディア情報館『郷土の人物』 写真「江原素六」

1月 沼津史談会『沼津史談』62号  「御浜海水冷温浴場保養館開業広告」
碧南市藤井達吉現代美術館『碧南市藤井達吉現代美術館 年報・紀要』豆田誠路「大浜陣屋の歴史的変遷一建設の経緯及び廃藩置

県後の変遷」「大浜陣屋ノ図面」(旧沼津藩士杉浦家資料)

〕月 社団法人静岡県出版文化会『わたしたちの静岡県』 写真「江原素六」

横須賀開国史研究会『開国史研究』「谷田掘)1鳥叙勲記」(谷田掘
'I島

関係文書)

沼津史談会『西周と世界、そして沼津』「沼津略画図」(旧幕臣桑山家文書)な ど

4月 m東京海上日動HRA 社内研究用資料 写真「佐々木慎思郎」「永井久太郎」「津田東」
5月 テレビ東京「出没 !ア ド街ック天国」 絵はがき「我入道海岸」

6月 日本生命保険相互会社沼津支社 講演会 写真「沼津駅前」「大手町」「川廓」
8月 日本放送協会 「ファミリーヒス トリー」 絵はがき「茶の静岡県」など
3月 株式会社日本経済広告社 モデルルーム内掲示「沼津城周辺図」
4月 ～ 南駿農業協同組合 「ぬまっちゃ」ボ トル缶 写真「江原素六」

沼津市明治史料館通信
第 105号

平成23年 4月 25日

編集 。発行 沼津市明治史料館
〒410-0051沼 津市西熊堂372-1

TEL055-923-3335
FAX055-925-3018

E口  昴」

みどり美術印刷株式会社
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☆刊行物掲載

お詫びと訂正

通信104号 2ページ4段目末尾
「永井久雄様」

↓
「永井久隆様」

大変失礼致しました。お詫びして

訂正させていただきます。

人事異動

3月 31日付で館長遠藤裕孝が退職。

4月 1日 付で館長石川治夫、主事川

口勝久が着任しました。

4月 2日 付で事務補助員石田ゆかり

が市文化財センターヘ異動、後任に

岡田三千代が着任しました。
△後ともよろしくお願いします。

9月

1月

3月

3


